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1. 序論 

現在、高等教育現場では文部科学省の指導方

針により、科目間のつながりを生徒たちに意識

させることの重要性が唱えられている一方で、

実現が難しく、教師の負担も大きいという問題

がある[1-2]。そこで、以上のような現状を解決す

るため、大学生を対象に、分野間・知識間の関

連を意識しながら調べ学習を行える学習支援シ

ステムを作成し、高校までの知識の学びなおし

や新たな知識を獲得する支援を行うことを本研

究では目指した。本研究では、複数の情報を位

置で結びつけ、情報の共有を容易にするという

GIS の特性に着目し、調べ学習を GIS 上に登録

していく学習スタイルを採用した。(1)地図上で

調べ学習内容を分かりやすく整理し蓄積する環

境を構築する、(2)分野間・知識間の関連を意識

しながら学習できる環境を構築する、(3)システ

ムを用いたコミュニケーションを通して他の利

用者の行った学習に興味を持たせる の 3 点を目

標 と し 、 Google Map と 拡 張 現 実 技 術

(Augmented Reality: AR)を用いたシステムを構

築し実現した。 

 

2. システム概要 

本システムは図 1(a)に示した「一人で学習」

と、(b)に示した「誰かと学習」の 2 つの流れか

ら構成される。各利用者が、分野間・知識間の

つながりを意識しながら学習し、その内容を複

数人で共有することで、学習をさらに広く、深

いものへしていくことが本システムの目的であ

る。この目的を達成するため、「学習内容登録

システム」と「AR コミュニケーションシステ

ム」の二つを構築した。「学習内容登録システ

ム」では図 2 で示す通り、地図上に調べ学習し

た内容を蓄積し、学習同士のつながりを「つな

がり線」によって可視化する。 

 

 

 

 

  

 

 
図 1 本システムでの学習の流れ 

 

 
図 2 登録した学習内容を示すウィンドウと 

つながり線 

 

「学習内容登録システム」では、①地図上で

の位置、②学習の分野、③学習のタイトル、④

学習内容、⑤学習のキーワード、⑥画像の以上 6

項目を登録する。このうちの、⑤学習のキーワ

ードが一致したものは、システムが自動でつな

がり線を引く。また、キーワードで一致しなか

った学習同士も、利用者が自分なりに関連付け、

つながり線を引くことができる。このように、

学習を登録し、分野間・知識間のつながりを見

つけ出しながら整理していく。 

「AR コミュニケーションシステム」では、図

3 のようにタブレット PC と AR マーカを用い、

利用者同士で対話を行う。利用者は AR マーカ
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を装着し、タブレット PC のカメラでお互いの

ARマーカを認識する。 

 

 
図 3 AR コミュニケーションシステムを利用

している様子 

 

カメラで相手の ARマーカを認識すると、図 4

で示すように学習に使ったキーワードや画像な

ど、他の利用者の学習内容の一部を AR で閲覧

することができる。図 4 に表示されている写真

をタップすることで、その画像が用いられた学

習の概要を閲覧するとともに、相手の「学習内

容登録システム」にアクセスし、相手の学習を

詳細に閲覧することができる。 

 
図 4 相手が学習登録に使った写真が 

ARで表示されている 

 

3.考察 

 本システムを用いて、大学生 10 名を対象に評

価実験を行った。被験者には、興味関心に応じ

て調べ学習を行ってもらい、システムを利用し

てもらった。その結果、「学習内容登録システ

ム」において、登録した学習が繋がっていくの

に達成感を覚えるという意見や、関連を示すこ

とで学習を芋づる式で覚えることができたとい

う意見、つながったキーワードから発展させて

物事を調べたいという意見が得られた。しかし、

被験者は興味のない分野についての調べ学習を

進んで行わないため、そのような偏りが生じな

いよう、改善を行う必要があることがわかった。

「AR コミュニケーションシステム」では、楽し

みながら他の学習者の行った学習の知識を取り

入れることができたという意見を得た。その一

方で、学習に使ったキーワードや画像を AR で

見るだけでは、他の利用者の学習に対して興味

がわかないという意見も出た。相手の学習に興

味を持たせるため、さらに魅力的な表現を行っ

ていく必要があることが明らかになった。 

 

5. 終わりに 

本研究では、分野間、知識間の関連を意識さ

せながら調べ学習を整理、蓄積でき、他のシス

テム利用者とコミュニケーションをすることで

知識をより広げていくことが可能なシステムを

構築した。 

地図上で学習を整理することで、調べた内容

だけでなく世界地図の勉強になり、何がどこで

起きたのかを理解できるという意見を得られた。

今後は、自然言語解析技術を取り入れ、より学

習を関連付けしやすくする機能や、学習を関連

に応じてグループ化する機能、利用者の興味を

引く AR 表現の機能を搭載し、より利用者が使

いやすい、使いたいと思うようなユーザインタ

フェースへ改善を行っていくことが必要である。

これらを実現することで、利用者が複数人で知

識を広げあい、さらに深め合っていけるような

環境を構築できると考える。 
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